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「神の国」の「十二人」 
─マタイ19,28／ルカ22,28-30によせて─
大　貫　　　隆
Ⅰ　問題設定
　私は2003年に公にした『イエスという経験』（岩波書店）において，いわ
ゆる「十二弟子」は，実際に生前のイエスが「神の国」の共同告知者として
招集したのだと考えた。その場合，「十二」は「選民イスラエル」の「十二
部族」を指しているから，十二人の同労者の選抜は明らかに一つの象徴行動
であった。その意味するところについては，私は次のように書いている。
　イエスは洗礼者ヨハネの弟子として，すでに「選民イスラエル」が根
源的な廃棄に定められているという認識を共有していた。「すでに斧が
木の根元に置かれている（マタ3,10／ルカ3,9）のであった。切り株を残
せばひこばえも生じようが，「根元」から切られたら，木の生命は終わる。
いまやそれが「アブラハムの子孫」「選民イスラエル」の定めである。
もしその再生があり得るとすれば，それは偏に，徹底的に新しい神の行
為，神の側からの無条件の赦しと恵みのわざ，つまり，新しい創造のわ
ざである他はない。イエスは正にその新しい創造のわざが今，天上の祝
宴と「宇宙の晴れ上がり」と共に始まっていると信じている。神のその
新しい創造のわざの中で再生することへと，現下の「選民イスラエル」
も招かれているのである。（136頁）
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　イエスは一方では，「神の国」を異邦人も含めた普遍的な共同性の回
復として視野に収めていながら，他方では「十二人」の選抜と派遣が示
すように，自分の使命を「選民イスラエル」の地，すなわち，パレスチ
ナに限定している。あたかも，全世界の運命がパレスチナに凝縮するか
のようなのだ。過去・現在・未来のあらゆる時がイエスの全時的「今」
に凝縮しているように，歴史的世界の東西南北の広がりもパレスチナに
凝縮する。
　この凝縮はイエスの自覚的な作戦でもあったと思われる。残された時
間の中で，自らの五体をもってめぐり歩くことのできる範囲が限られて
いることを，彼は知っていたのである。そう見れば，マタイ10章５－６
節が「十二人」を派遣する場面に書き留めているイエスの言葉，「異邦
人の道には行くな。また，サマリヤ人の町には入るな。むしろ，イスラ
エルの家の失われた羊のもとへ行け」が生前のイエスの発言である可能
性は十分以上に大きいと言わなければならない。（137-138頁）
　しかし，このような意図から選抜された「十二人」は，一体どのような形
で「神の国」に参与することになるのか。私の念頭では，彼らが「神の国」
の共同告知者として選抜された以上，それに参与することになるとイエスも
考えていたはずであった。それがあまりに自明の理になってしまっていたた
めに，生前のイエスの発言の中に，そのことを明言するものがあるかどうか
も不問のままで終わってしまっていた。このことは2006年に公にした続編『イ
エスの時』（岩波書店）でも変わりがない。
　しかし実際には，「十二人」が一体どのように「神の国」に参与するかを
語る生前のイエスの重要な言葉が一つ残されている。それはマタイ19,28／
ルカ22,28-30から，少なくとも部分的に再構成が可能である。まず，二つの
本文を対観させて読んでみよう。
　マタイ19,28：（イエスは一同に言われた。）はっきり言っておく。新
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しい世界になり，人の子が栄光の座に座るとき，あなたがたも，わたし
に従って来たのだから，十二の座に座ってイスラエルの十二部族を治め
ることになる。
 2 
に自明の理になってしまっていたために、生前のイエスの発言の中に、そのことを明言す
るものがあるかどうかも不問のままで終わってしまっていた。このことは 2006 年に公に
した続編『イエスの時』（岩波書店）でも変わりがない。 
	 しかし実際には、「十二人」が一体どのように「神の国」に参与するかを語る生前のイエ
スの重要な言葉が一つ残されている。それはマタイ 19,28／ルカ 22,28-30 から、少なくと
も部分的に再構成が可能である。まず、二つの本文を対観させて読んでみよう。 
 
	 マタイ 19,28：（イエスは一同に言われた。）はっきり言っておく。新しい世界になり、人の子が
栄光の座に座るとき、あなたがたも、わたしに従って来たのだから、十二の座に座ってイスラエル
の十二部族を治めることになる。 
	 ajmh;n legw uJmi`n o{ti uJmei`~ oiJ ajkolouqhvsantev~ moi ejn th`/ paliggenesiva/, o{tan kaqivsh/ oJ uiJo;~ tou` 
ajnqrwvpou ejpi; qrovnou dovxh~ aujtou`, kaqhvsesqe kai; uJmei`~ ejpi; dwvdeka qrovnou~ krivnonte~ ta;~ dwvdeka 
fula;~ tou`  jIsprahvl. 
 
	 ルカ 22,28-30：28 あなたがたは、わたしが種々の試練に遭ったとき、絶えずわたしと一緒に踏み
とどまってくれた。29 だから、わたしの父がわたしに王権〔新共同訳：支配権〕をゆだねてくださ
ったように、わたしもあなたがたにそれをゆだねる。30 あなたがたは、わたしの国でわたしの食事
の席に着いて飲み食いを共にし、王座に座ってイスラエルの十二部族を治めることになる。 
	 JUmei~ de; ejste oiJ diamemenhkovte~ met j ejmou` ejn toi`~ peirasmoi`~ mou: kajgw; diativqemai uJmi`n 
kaqw;~ dievqetov moi oJ pathvr mou basileivan, i{na e[sqhte kai; pivnhte ejpi; th`~ trapevzh~ mou ejn th/` 
basileiva/ mou, kai; kaqhvsesqe ejpi; qrovnwn ta;~ dwvdeka fula;~ krivnonte~ tou`  jIsrahvl. 
 
	 下線を施した部分は、内容的に共通するか、あるいは、ほぼ字句通りに互いに一致して
おり、マルコには、並行する記事が見つからない。従って、基本的に語録資料Q に遡源す
るものと見做すことができる。ただし、どちらもそれ以外の部分と前後の文脈との関連づ
けにおいては、それぞれの福音書の著者による編集作業を受けている。次にそれを分析し
よう。 
 
II	 マタイの編集作業 
 
	 マタイ 19,28 は、「金持ちの青年」（新共同訳）という小見出しの段落の結びに当たる。
永遠の生命に至る道を尋ねる青年に、イエスが財産の放棄を求めると、青年は悲しそうな
顔をして立ち去る。イエスが「金持ちが神の国に入るよりも、らくだが針の穴を通る方が
まだ易しい」という金言を口にすると、ペトロが自分たちも全財産を捨ててイエスに従っ
てきたが、それに対する報償は何かと尋ねる。マタイ 19,28 は、それに対するイエスの回
答であり、その直後には、「わたしの名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、子供、畑を捨
てた者は皆、その百倍もの報いを受ける」（29 節）と続いている。 
	 従って、マタイが 19,28 の「新しい世界になり、人の子が栄光の座に座るとき」で、来
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る報償は何かと尋ねる。マタイ19,28は，それに対するイエスの回答であり，
その直後には，「わたしの名のために，家，兄弟，姉妹，父，母，子供，畑
を捨てた者は皆，その百倍もの報いを受ける」（29節）と続いている。
　従って，マタイが19,28の「新しい世界になり，人の子が栄光の座に座る
とき」で，来るべきキリストの再臨（栄光）とそこで実現する「神の国」（新
しい世界）を指していることは，すでに前後の文脈からだけでも明らかであ
る。物語論的に言えば，物語の現在は生前のイエスの時であり，そのイエス
が「わたし」という一人称で，やがて十字架と復活の後，栄光の内に再臨す
るはずの自分のことを「人の子」と呼んでいるということである。ここでは
明らかに，マタイがしっかりと身につけている「キリスト教の基本文法」が
働いている。このことは，マタイが目下の19,28の前後に，合計三回の受難
予告を配置していることから，さらに明瞭になる。その三回ともに，「人の子」
が主語である。その内の，第二回（17,22-23）と第三回の受難予告（20,17-19）
の「人の子」は，今現にそう予告している当のイエス自身を指して，その受
難と三日目の復活を予告している。しかし，注目に値するのは，第一回受難
予告（16,21-28），その中でもとりわけ最後の27-28節である。
　27人の子は，父の栄光に輝いて天使たちと共に来るが，そのとき，そ
れぞれの行いに応じて報いるのである。はっきり言っておく。28ここに
一緒にいる人々の中には，人の子がその国と共に来るのを見るまでは，
決して死なない者がいる。
　マタイはここで，マルコ8,38と9,1の次の文章を下敷きにしている。
　「（前略）わたし（イエス）とわたしの言葉を恥じる者は，人の子もま
た，父の栄光に輝いて聖なる天使たちと共に来るときに，その者を恥じ
る。」9,1また，イエスは言われた，「はっきり言っておく，ここに一緒に
いる人々の中には，神の国が力にあふれて現れるのを見るまでは，決し
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て死なない者がいる。」
　研究上は周知のことであるが，このマルコの記事には，生前のイエスの発
言がよく保持されていると考えられる。とりわけ，8,38で語り手のイエス（「わ
たし」）が自分を「人の子」と区別している点で，ルカ12,8-9（／マタイ
10,32-33）と一致することが，その理由とされる。私の前掲書『イエスとい
う経験』は，この見方に賛成した上で，生前のイエスは自分とは異なる「人
の子」の到来について語ったこと，それが内容的には，すでに天上で祝宴と
して始まっていて，今現に地上にもイエスの一挙手一投足と共に拡大しつつ
ある「神の国」の裏面，つまり「裁き」（マルコ8,38「その者を恥じる」，ル
カ12,8-9「自分の仲間であると言い表す」および「知らないと言われる」を
参照）の側面を指すものに他ならないと述べた。
　しかし，マタイ16,27-28では，この消息は見る影もない。マルコの記事と
よく突き合わせてみれば一目瞭然であるが，マタイはマルコ8,38と9,1の文章
を文言上シャッフルしている。しかしマタイが考えているのは，明らかに「キ
リスト教の基本文法」で言う再臨と最後の審判のことである。それは，例え
ば「それぞれの行いに応じて報いる」がマタイ24-25章の先取りであること
からも分かる通りである。
　従って，われわれの問題の箇所であるマタイ19,28は，マタイ16,27-28と全
く同じ神学的観点に立っていると言うことができる。「人の子が栄光の座に
座る」という文言も，マタイ16,27と相当部分重複しており，最終的にはマ
ルコ8,38をなぞっていると言えよう。R・ブルトマンはマタイ19,28について，
「人の子」と語り手イエスを区別している点で，マルコ8,38／ルカ12,8-9との
類比で見れば，生前のイエスの発言としての形を留めているとも考えられる
が，全体が復活者の言葉と見なされる以上，その区別は厳密なものではない
という判断である１）。「生前のイエスの発言としての形を留めている」とブ
ルトマンが感じるのは，われわれの判断では，マルコの文言をシャッフルし
て用いているということである。
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　マタイ19,28の「人の子が栄光の座に座る」は，マタイ16,28の「人の子が
その国と共に来る」と重複する。この点は，マタイの思考の中では，「ヤコ
ブとヨハネの母の願い」（20,20-28）の段落とつながっている。もちろん，
マタイはこの段落のほぼ全体にわたって，マルコ10,35-45を下敷きにしてい
る。ゼベダイの息子たちの母が「王座にお着きになるとき，この二人の息子
が，一人はあなたの右に，もう一人は左に座れる」（21節）ように求めると，
イエスは「あなたがたは，（中略）このわたしが飲もうとしている杯を飲む
ことができるか」と問い返す（22節）。「杯」がイエスの受難を指すことは，
その直前に第三回受難予告（20,17-19）が置かれていることから端的に明白
である（この文脈上のつながりは，下敷きのマルコのそれをそのまま踏襲し
ている）。ここでも，19,28と同じように，イエスが「人の子」として栄光の
中に再臨するときの「王座」と，その傍らにゼベダイの息子たち（彼らは「十二
人」に属する）が着座することが考えられている。
　最後に，同じ観点から，マタイ26,29「言っておくが，わたしの父の国で
あなたがたと共に新たに飲むその日まで，ぶどうの実から作ったものを飲む
ことはもう決してあるまい」にも，要注意である。これはマルコ14,25「はっ
きり言っておく。神の国で新たに飲むその日まで，ぶどうの実から作ったも
のを飲むことはもう決してあるまい」の並行句であり，最後の晩餐でイエス
がいわゆる聖餐式の制定語を語った直後に口にする言葉である。二つの並行
句を突き合わせてみると，マルコでは，イエスが「神の国で新たに飲むその
日」に，「弟子たち」もその場に参与するのかどうかは不詳のままになって
いる。それに対して，マタイは「わたしの父の国であなたがたと共に新たに
飲むその日」とあるように，わざわざ「あなたがたと共に」を付け加えて，
「弟子たち」も共に参与することを明確にしたのである。ただし，その「弟
子たち」の中に，直前で「裏切り」を予告されたユダが含まれるのかどうか，
１）R. Bultmann, Die Geschichte der synoptischen Tradition, 7. Aufl., Göttingen 
1967,171.
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つまり「十二人」なのか，ユダを除く「十一人」なのかについては，マルコ
でもマタイでも不詳のままである。いずれにしても，マタイは明らかに，
19,28と同じように，イエスの再臨のときに実現する王国のことを考えてい
るのである。
　以上をまとめれば，マタイ19,28は，神学的には編集者マタイが「キリス
ト教の基本文法」で言う再臨の終末論を強く持ち込んでいるが，個々の単語
レベルでは，マルコ8,38（ルカ12,8-9）を介して，生前のイエスの発言に遡
源する可能性を残している。
　念のために「新しい世界」（
 4 
イ 16,27 と相当部分重複しており、最終的にはマルコ 8,38 をなぞっていると言えよう。R・
ブルトマンはマタイ 19,28 について、「人の子」と語り手イエスを区別している点で、マル
コ 8,38／ルカ 12,8-9 との類比で見れば、生前のイエスの発言としての形を留めているとも
考えられるが、全体が復活者の言葉と見なされる以上、その区別は厳密なものではないと
いう判断である。1「生前のイエスの発言としての形を留めている」とブルトマンが感じる
のは、われわれの判断では、マルコの文言をシャッフルして用いているということである。 
	 マタイ 19,28 の「人の子が栄光の座に座る」は、マタイ 16,28 の「人の子がその国と共に
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に求めると、イエスは「あなたがたは、（中略）このわたしが飲もうとしている杯を飲むこ
とができるか」と問い返す（22 節）。「杯」がイエスの受難を指すことは、その直前に第三
回受難予告（20,17-19）が置かれていることから端的に明白である（この文脈上のつなが
りは、下敷きのマルコのそれをそのまま踏襲している）。ここでも、19,28 と同じように、
イエスが「人の子」として栄光の中に再臨するときの「王座」と、その傍らにゼベダイの
息子たち（彼らは「十二人」に属する）が着座することが考えられている。 
	 最後に、同じ観点から、マタイ 26,29「言っておくが、わたしの父の国であなたがたと共
に新たに飲むその日まで、ぶどうの実から作ったものを飲むことはもう決してあるまい」
にも、要注意である。これはマルコ 14,25「はっきり言っておく。神の国で新たに飲むその
日まで、ぶどうの実から作ったものを飲むことはもう決してあるまい」の並行句であり、
最後の晩餐でイエスがいわゆる聖餐式の制定語を語った直後に口にする言葉である。二つ
の並行句を突き合わせてみると、マルコでは、イエスが「神の国で新たに飲むその日」に、
「弟子たち」もその場に参与するのかどうかは不詳のままになっている。それに対して、
マタイは「わたしの父の国であなたがたと共に新たに飲むその日」とあるように、わざわ
ざ「あなたがたと共に」を付け加えて、「弟子たち」も共に参与することを明確にしたので
ある。ただし、その「弟子たち」の中に、直前で「裏切り」を予告されたユダが含まれる
のかどうか、つまり「十二人」な か、ユダを除く「十一人」なのかについては、マルコ
でもマタイでも不詳のままである。いずれにしても、マタイは明らかに、19,28 と同じよう
に、イエスの再臨のときに実現する王国のことを考えているのである。 
	 以上をまとめれば、マタイ 19,28 は、神学的には編集者マタイが「キリスト教の基本文
法」で言う再臨の終末論を強く持ち込んでいるが、個々の単語レベルでは、マルコ 8,38（ル
カ 12,8-9）を介して、生前のイエスの発言に遡源する可能性を残している。 
	 念のために「新しい世界 paliggenesiva）について言えば、マタイがイエスの再臨に
よって実現する「神の国」のことと解していることは明らかである。しかし、だからと言
って、無造作にマタイの創作に帰してよいかどうかは、判断が難しい。なぜなら、この単
語はマタイ福音書でも一度しか現れない（hapax legomenon ）からである。他方で、冒頭
                                            
1 R. Bultmann, Die Geschichte der synoptischen Tradition, 7. Aufl., Gšttingen 1967,171. 
ついて言えば，マタイ
がイエスの再臨によって実現する「神の国」のことと解していることは明ら
かである。しかし，だからと言って，無造作にマタイの創作に帰してよいか
どうかは，判断が難しい。なぜなら，この単語はマタイ福音書でも一度しか
現れない（hapax legomenon ）からである。他方で，冒頭の「はじめに」
における拙著『イエスという経験』からの引用文にも見られる通り，生前の
イエスも，「神の国」の中での「選民イスラエルの再生」と「新しい創造」
を告知していたのである。そこから見れば，「新しい世界」が生前のイエス
にまで遡源する可能性も無造作には排除できないであろう。
Ⅲ　ルカの編集作業
　ルカは，22,28-30を最後の晩餐の場面でのイエスと弟子たちの会話の一部
としている。聖餐式の制定語（22,14-20）とユダの「裏切り」の予告（同
21-22）に続いて，弟子たちの間で「いちばん偉い者」は誰かについての議
論となる。ルカはマルコ10,35-45をここで利用することにした。ただし，マ
ルコでイエスの受難を予告するものであった「杯」（マルコ10,38-39）をル
カは省いている。なぜなら，その直前の制定語の中に同じ単語がすでに出て
いるからである（ルカ22,20）。ただし，ルカはマルコのその「杯」の言葉が
連想させる会食のイメージを活かして，全体を最後の晩餐の枠内へ移してい
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る。そのことによって，「受難」の切迫も自ずから含意される形になっている。
また，ルカは下敷きのマルコに含まれていたもう一つのポイント，すなわち，
異邦人の間では支配者が偉ぶって権力を振るっているが，弟子たちの間では
偉くなりたい者が皆に仕える者になるべきだというイエスの訓言（マルコ
10,42-45）も受け取って，それを最後の晩餐という全体枠に合わせて，食事
の場面での客と給仕する者の関係に新たになぞらえながら敷衍している。ル
カ22,27は，そのためにルカが付け加えた編集句である。われわれが問題に
する28-29節は，その直後に続いている。
　ブルトマンは28節全体を最後の晩餐という設定場面に収めるためにルカが
編集的に造り上げた「つなぎの句」と見做している。ただし，「あなたがたは，
絶えずわたしと一緒に踏みとどまってくれた」（
 5 
の「はじめに」における拙著『イエスという経験』からの引用文にも見られる通り、生前
のイエスも、「神の国」の中での「選民イスラエルの再生」と「新しい創造」を告知してい
たのである。そこから見れば、「新しい世界」が生前のイエスにまで遡源する可能性も無造
作には排除できないであろう。 
 
III	 ルカの編集作業 
 
	 ルカは、22,28-30 を最後の晩餐の場面でイエスと弟子たちの会話の一部としている。聖
餐式の制定語（22,14-20）とユダの「裏切り」の予告（同 21-22）に続いて、弟子たちの
間で「いちばん偉い者」は誰かについての議論となる。ルカはマルコ 10,35-45 をここで利
用することにした。ただし、マルコでイエスの受難を予告するものであった「杯」（マルコ
10,38-39）をルカは省いている。なぜなら、その直前の制定語の中に同じ単語がすでに出
ているからである（ルカ 22,20）。ただし、ルカはマルコのその「杯」の言葉が連想させる
会食のイメージを活かして、全体を最後の晩餐の枠内へ移している。そのことによって、
「受難」の切迫も自ずから含意される形に っている。また、ルカは下敷きのマルコに含
まれていたもう一つのポイント、すなわち、異邦人の間では支配者が偉ぶって権力を振る
っているが、弟子たちの間では偉くなりたい者が皆に仕える者になるべきだというイエス
の訓言（マルコ 10,42-45）も受け取って、それを最後の晩餐という全体枠に合わせて、食
事の場面での客と給仕する者の関係に新たになぞらえながら敷衍している。ルカ22,27は、
そのためにルカが付け加えた編集句である。われわれが問題にする 28-29 節は、その直後
に続いている。 
	 ブルトマンは 28 節全体を最後の晩餐という設定場面に収めるためにルカが編集的に造
り上げた「つなぎの句」と見做している。ただし、「あなたがたは、絶えずわたしと一緒に
踏みとどまってくれた diamemenhkovte~）には、マタイ 19,28 の「あなたがたも、わたし
に従って来たのだから」（ajkolouqhvsantev~ moi）に内容的に対応するものがあるとして、	 
ルカとマタイに共通する資料（Q 資料）にすでに含まれていた文言を利用しているという
判断である。2	  
	 さらに、ブルトマンの判断では、29 節全体、とりわけその後半の「わたしもあなたがた
にそれ（支配権：basileiva）をゆだねる」も、「ゆだねる」に使われている動詞（diativqemai）
が「遺言」を指す術語である点から見ても、最後の晩餐という場面設定に合わせたもので
あって、ルカの編集による創作だとされる。3	 私もその点に総体的に異存はない。ただし、
「支配権をゆだねる」は、後続の 30 節の後半で、「王座に座ってイスラエルの十二部族を
治めることになる」と言われることが先取りされていることを確認しておきたい。 
	 30 節の後半のその文言は、マタイ 19,28 の「（あなたがたも）十二の座に座ってイスラエ
ルの十二部族を治めることになる」に、内容的にはもちろん、文言の上でもかなり正確に
合致している。従って、やはり Q 資料に遡源させることができる。ただし、マタイ 19,28
                                            
2 R. Bultmann, 前掲書 170f. 
3 R. Bultmann, 前掲書 171. 
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の「はじめに」における拙著『イエスという経験』からの引用文にも見られる通り、生前
のイエスも、「神の国」の中での「選民イスラエルの再生」と「新しい創造」を告知してい
たのである。そこから見れば、「新しい世界」が生前のイエスにまで遡源する可能性も無造
作には排除できないであろう。 
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 ルカは、22,28-30 を最後の晩餐の場面でイエスと弟子たちの会話の一部としている。聖
餐式の制定語（22,14-20）とユダの「裏切り」の予告（同 21-22）に続いて、弟子たちの
間で「いちばん偉い者」は誰かについての議論 なる。ルカはマルコ 10,35-45 をここで利
用することにした。ただし、マルコでイエスの受難を予告するものであった「杯」（マルコ
10,38-39）をルカは省いている。なぜなら、その直前の制定語の中に同じ単語がすでに出
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の訓言（マルコ 10,42-45）も受け取って、それを最後の晩餐という全体枠 合わせて、食
事の場面での客と給仕する者の関係に新た なぞらえながら敷衍している。ルカ22,27は、
そのためにルカが付け加えた編集句である。われわれが問題にする 28-29 節は、その直後
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に従って来たのだから」 ajkolouqhvsantev~ moi）に内容的に対応するものがあるとして、	 
ルカとマタイに共通する資料（Q 資料）にすでに含まれていた文言を利用しているという
判断である。2	  
	 さらに、ブルトマンの判断では、29 節全体、とりわけその後半の「わたしもあなたがた
にそれ（支配権：basileiva）をゆだねる」も、「ゆだねる」に使われている動詞（diativqemai）
が「遺言」を指す術語である点から見ても、最後の晩餐という場面設定に合わせたもので
あって、ルカの編集による創作だとされる。3	 私もその点に総体的に異存はない。ただし、
「支配権をゆだねる」は、後続の 30 節の後半で、「王座に座ってイスラエルの十二部族を
治めることになる」と言われることが先取りされていることを確認しておきたい。 
	 30 節の後半のその文言は、マタイ 19,28 の「（あなたがたも）十二の座に座ってイスラエ
ルの十二部族を治めることになる」に、内容的にはもちろん 文言の上でもかなり正確に
合致している。従って、やはり Q 資料に遡源させることができる。ただし、マタイ 19,28
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作には排除できないであろう。 
 
III	 ルカの編集作業 
 
	 ルカは、22,28-30 を最後の晩餐の場面でイエスと弟子たちの会話の一部としている。聖
餐式の制定語（22,14-20）とユダの「裏切り」の予告（同 21-22）に続いて、弟子たちの
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ているからである（ルカ 22,20）。ただし、ルカはマルコのその「杯」の言葉が連想させる
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に従って来たのだから」（ajkolouqhvsantev~ moi）に内容的に対応するものがあるとして、	 
ルカとマタイに共通する資料（Q 資料）にすでに含まれていた文言を利用しているという
判断である。2	  
	 さらに、ブルトマンの判断では、29 節全体 とりわけその後半の「わたしもあなたがた
にそ （ basileiva）をゆだねる」も、「ゆだねる」に使われている動詞（diativqemai）
が「遺言」を指す術語であ 点から見ても、最後 晩餐という場面設定に合わせたもので
あって、ルカの編集による創作だとされる。3	 私もその点に総体的に異存はない。ただし、
「支配権をゆだねる」は、後続の 30 節の後半で、「王座に座ってイスラエルの十二部族を
治めることになる」と言われることが先取りされていることを確認しておきたい。 
	 30 節 後半のその文言は、マタイ 19,28 の「（あなたがたも）十二の座に座ってイスラエ
ルの十二部族を治めることになる」に、内容的にはもちろん、文言の上でもかなり正確に
合致している。従って、やはり Q 資料に遡源させることができる。ただし、マタイ 19,28
                                            
2 R. Bultmann, 前掲書 170f. 
3 R. Bultmann, 前掲書 171. 
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が「遺言」を指す術語である点から見 も、最後の晩餐という場面設定に合わせたもので
あって、ルカの編集による創作だとされる。3	 私もその点に総体的に異存はない。ただし、
「支配権をゆだねる」は、後続の 30 節の後半で、「王座に座ってイスラエルの十二部族を
治めることになる」と言われることが先取りされていることを確認しておきたい。 
	 30 節の後半のその文言は、マタイ 19,28 の「（あなたがたも）十二の座に座っ イスラエ
ルの十二部族を治めることになる」に、内容的にはもちろん、文言の上でもかなり正確に
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2 R. Bultmann, 前掲書 170f. 
3 R. Bultmann, 前掲書 171. 
が「遺言」を指す術語であ 点から見
ても，最後の晩餐という場面設定に合わせたものであって，ルカ 編集によ
る創作だとされる３）。私もその点に総体的に異存はない。ただし，「支配権
をゆだねる」は，後続 30節の後半で，「王座に座ってイスラエルの十二部
族 治めることになる」と言われることを先取りするものであることを確認
しておきたい。
　30節の後半のその文言は，マタイ19,28の「（あなたがたも）十二の座に座っ
てイスラエルの十二部族を治めることになる」に，内容的にはもちろん，文
２）R. Bultmann, 前掲書170f.
３）R. Bultmann, 前掲書171.
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言の上でもかなり正確に合致している。従って，やはりQ資料に遡源させる
ことができる。ただし，マタイ19,28で「十二の座に座って」となっている
のに対して，目下のルカ22,30では，単に「王座に座って」とあるのみで，「十二
の」が欠けている。ただし，その理由ははっきりしている。すなわち，ルカ
はすでに最後の晩餐の場面の冒頭の22,3で，「十二人の中の一人で，イスカ
リオテとよばれるユダの中に，サタンが入った」と言明済みなのである。従っ
て，目下の30節で「十二の」を削除しなければ，そのユダにも一緒に王座に
着くことが約束されることになってしまうわけである。他方，マタイ19,28
の場合は，その段階での「物語の現在」に即して見る限り，未だユダの裏切
り予告とは無縁な文脈であるために，「十二の」をそのまま保持できたので
ある。従って，Q資料の元来の形は，マタイに保持されていると考えるべき
である４）。
　30節の前半は，「あなたがたは，わたしの国でわたしの食事の席に着いて
飲み食いを共にし」となっている。これはマタイ19,28にはない文言である。
逆に，前述したルカの編集句の27節が導入する食卓での客と給仕のモチーフ
には直接的につながっている。従って，ルカの編集句である。その意図とし
ては，さらに二つの点に注意しておく必要がある。
　一つは，30節前半のこの文章によって初めて，「あなたがた」（つまり，ユ
ダを除く十一人）も来るべき「わたし（イエス）の国」に一緒に参与し，イ
エスと共にぶどうの実から作ったものを飲むことになることが明らかになる
という点である。というのは，ルカはすでに先行する22,18では，マルコ
14,25を字句通り書き写して，「言っておくが，神の国が来るまで，わたしは
今後ぶどうの実から作ったものを飲むことは決してあるまい」と述べるだけ
で終わってしまい，一体来るべき神の国では，弟子たちもイエスと一緒にぶ
どう酒を飲むことになるのかどうかが不明なままであったからである。
　もう一点は，30節前半が「わたしの国でわたしの食事の席に着いて」と，
４）J.P. Meier, A Marginal Jew, III, New York 2001, 136.
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イエスの「わたし」を二度にわたって強調していることである。ここにルカ
固有の神学が働いていることは，使徒言行録1,3-7とつなげて読めば一目瞭
然である。そこでも，復活顕現のイエスが「彼らと食事」しながら「神の国
について話す」（３－４節）のみならず，使徒たちが「主よ，イスラエルの
ために国を建て直すのは，この時ですか」（６節）と問うと，復活のイエス
は「父がご自分の権威をもってお定めになった時や時期は，あなたがたの知
るところではない」（７節）と答えている。
Ⅳ　Q資料の文言から史的イエスの文脈へ
　以上Ⅱ節およびⅢ節の分析から明らかになった通り，マタイ19,28とルカ
22,28-30を囲む現在の大きな文脈（枠組）は，どちらもそれぞれの福音書の
著者によって編集的に創作されたものと考えなければならない。ルカはきわ
めて明瞭に，それを最後の晩餐の文脈に組み込んでいる。マタイはそのはる
か以前，第二回と第三回受難予告の間に置いている。しかし，「十二人」の
一部であるヤコブとヨハネの「神の国」での地位をめぐる問答（20,20-28）
に出る「杯」のモチーフがすでに食卓を連想させている。事実，それが最後
の晩餐の場面の26,29では，「十二人」（あるいは「十一人」）が「父の国」の
食卓で新たにイエスと共にぶどう酒を飲むことにつながっている。ルカもマ
タイも，それぞれの編集作業によって，下敷きにしたマルコ14,25，すなわち，
最後の晩餐でのイエスの最後の発言が未決のままにしていた点を明瞭にした
のである。つまり，「十二人」（あるいは「十一人」）は来るべき「神の国」
の祝宴に，間違いなく参与するのである。ただし，マタイが20,20-28で下敷
きにしているマルコ10,35-45でもすでに，ヤコブとヨハネの抜け駆けの地位
要求が，「杯」のモチーフによって，やはり食卓のイメージをも喚起している。
　こうして見ると，少なくともマタイとルカの編集作業のそれぞれ全体には，
来るべき「神の国」は祝宴の食卓なのだというイメージが強く働いていると
言えよう。私はそこに，生前のイエスが「祝宴の飲み食い」を天上および地
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上の「神の国」のルート・メタファーとしていた事実が少なからず影響を及
ぼしていると考える者である５）。
　さて，マタイとルカの編集作業の分析は，同時に他方では，両者の背後に，
より古いQ資料の層が存在していることも明らかにした。最初のⅠ節に掲出
した本文で，下線を施した部分がその資料層に遡源すると思われる文章であ
る。
　すると次の問題は，（１）その文章にどこまで生前のイエス自身の言葉を
読み取ることができるかどうかである。さらに，もしできるとすれば，（２）
その言葉はもともと何を意味していたのか。そして，（３）イエスの宣教の
生涯のどのような局面で語られたものなのか。いずれに対する解答も，推測
の域を出ないとしても，可能な範囲で試みられなければならない。
　まず，最初の問い（１）については，明確に答えることができる。ここに
は，史的イエスの発言を読み取ることができる。この点で最も明確な論拠を
提示しているのは，私が見るところでは，J・P・マイヤーである。マイヤー
によれば，同時代あるいは相前後する時代のユダヤ教の文献，および新約聖
５）この点に関連して，G. Theißen, Der historische Jeus, Ein Lehrbuch, Göttingen 
1996, 251の発言を紹介しておきたい。―「弟子たちには，来るべき新しい世で
の『共同支配』が約束される（マタ19,28）。その新しい世は，イエスに従う者た
ちにとっては，「父」と呼ぶ方の王国である。だとすれば，彼らは初めから，そ
の王国の支配者に対して，その『家族』（familia）として，優先的な関係を許さ
れているわけである。そのことは終末論的な食卓への参与によって象徴される。
その食卓では，招かれたすべての客が主催者の威厳に与る。だからそれは，身
分と地位の違いが消滅することの比喩なのである。」反対に，パウロはロマ14,17
で，「神の国は飲み食いではなく，聖霊によって与えられる義と平和です」と書
いている。もちろん，パウロが言わんとすることは，食べ物について「清い」「汚
い」とこだわって，「兄弟」をつまずかせてはならないということである。しかし，
私はその背後にも，前述のイエスのルートメタファーが響いているかも知れな
いと感じている。ただし，仮にそうだとしても，パウロはそれを逆向きに使っ
ているのであるが。
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書の「十二人」についての発言の中にも，終末時におけるイスラエルの再結
集の待望を「十二の王座」に座る「十二人」と結合する事例は皆無である。
さらに，イエスの死後の原始教会による創作として説明するには，「十二人」
に「裏切り者ユダ」が含まれることが最大の障害となると言う６）。とりわけ，
後から上げられた理由には説得力がある。それは，すでに述べたように，ル
カが22,28-20の文言から，慎重に「十二人」を削除した消息と連動している。
　では，（２）それは生前のイエスにおいて，何を意味していたのか。第一に，
言うまでもないことではあるが，イエスによれば，間違いなく「十二人」も
来るべき「神の国」の祝宴に参与して，着席するのである。その限りでは，
マタイとルカがそれぞれの編集的な改変によって，マルコ14,25であいまい
なままになっていたその点を明確にしたのは，生前のイエスの意図にも沿っ
たものであったわけである。
　次に，もしマタイ19,28の「新しい世界」（
 8 
変によって、マルコ 14,25 であいまいなままになっていたその点を明確にしたのは、生前
のイエスの意図にも沿ったものであったわけである。 
	 次に、もしマタイ 19,28 の「新しい世 paliggenesiva）が生前のイエスの言葉の一部
であったとすれば、それは現に神から棄却されている「選民イスラエル」の文字通り「再
生」あるいは「新しい創造」を意味していたであろう（前出の I 節に引用した拙著『イエ
スという経験』136 頁を参照）。もっとも、この意味は、この「新しい世界」という単語一
つの帰属如何には関わらず、目下のイエスの発言全体から間違いなく読み取られるもので
ある。それは「はじめに」でも述べた通り、「十二人」の選抜と派遣の行為そのものに象徴
されていたことであり、マタイ 10,6 では、明文をもって宣言されていることである。 
	 では、「（人の子が栄光の座に座るとき、）あなたがたも（kai; uJmei`~）、わたしに従って来
たのだから、十二の座に座ってイスラエルの十二部族を治めることになる」とは何を意味
するのか。「あなたがたも」は、ここに引いたマタイ版では、明らかに強調されており、暗
黙の内に、「わたし」（つまりイエス）と共に、支配（あるいは裁き7）の座に就くことを意
味している。 
	 生前のイエスに近い時代のユダヤ教の中で、「選民イスラエル」の再結集という表象を最
も明瞭に示す文書は、『ソロモンの詩篇』である。定説では、その成立は前一世紀の中葉と
考えられている。注目されるのは、その 17 章である。その中でも、とりわけ目下のイエス
の言葉との関連で重要な箇所を抜粋すれば、次の通りである。 
 
26 節：彼が正義に照らして導く民を集め、彼の主なる神により聖別された民の諸部族を裁くだ
ろう。 
 
29 節：彼は正義にかなった知恵で群衆やもろもろの民を裁くだろう。 
 
31-32 節： もろもろの民は離散したエルサレムの子らを贈りものにたずさえ、彼の栄光を見よ
うと、神が与えた主の栄光を見ようと、地の果てからやってくるだろう。彼は神の指示を受
け、彼らを治める正しい王であり、その治世の間彼らの中に不義はない。万人が聖者であり、
彼らの王は主により「油を注がれたもの」だからだ。8 
 
	 終始主語として現れる「彼」は、これらの箇所に先行する 21 節に「イスラエルに君臨す
るダビデの子」とあるのを受けている。すなわち、『ソロモンの詩篇』17 章は、「選民イス
ラエル」の再結集のみならず、ダビデ王国の栄光の再建を待望しているのである。言葉を
換えて言えば、ここには「ダビデの子メシア」を待つ政治的なメシア待望が表明されてい
るわけである。 
	 われわれが目下問題にしているイエスの言葉が、『ソロモンの詩篇』一七章のこの待望の
                                            
7 該当するギリシア語はマタイでもルカでも、krinw`である。これを「支配する」と訳すか、あるいは「裁く」
と訳すかについては、研究上いろいろ議論があるが、私の意見では、どちらでも大差はない。 
8 『聖書外典偽典５・旧約偽典 III』所収、後藤光一郎訳、教文館、1976 年、61-62 頁。 
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ラエル」の再結集のみならず、ダビデ王国の栄光の再建を待望しているのである。言葉を
換えて言えば、ここには「ダビデの子メシア」を待つ政治的なメシア待望が表明されてい
るわけである。 
	 われわれが目下問題にしているイエスの言葉が、『ソロモンの詩篇』一七章のこの待望の
                                            
7 該当するギリシア語はマタイでもルカでも、krinw`である。これを「支配する」と訳すか、あるいは「裁く」
と訳すかについては、研究上いろいろ議論があるが、私の意見では、どちらでも大差はない。 
8 『聖書外典偽典５・旧約偽典 III』所収、後藤光一郎訳、教文館、1976 年、61-62 頁。 
，
わたしに従って来たのだから，十二の座に座ってイスラエルの十二部族を治
めることになる」とは何を意味するのか。「あなたがたも」は，ここに引い
たマタイ版では，明らかに強調されており，暗黙の内に，「わたし」（つまり
イエス）と共に，支配（あるいは裁き７））の座に着くことを意味している。
６）J.P. Meier, 前掲書137-138.
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　生前のイエスに近い時代のユダヤ教の中で，「選民イスラエル」の再結集
という表象を最も明瞭に示す文書は，『ソロモンの詩篇』である。定説では，
その成立は前一世紀の中葉と考えられている。注目されるのは，その17章で
ある。その中でも，とりわけ目下のイエスの言葉との関連で重要な箇所を抜
粋すれば，次の通りである。
26 節：彼が正義に照らして導く民を集め，彼の主なる神により聖別され
た民の諸部族を裁くだろう。
29節：彼は正義にかなった知恵で群衆やもろもろの民を裁くだろう。
31 -32節：もろもろの民は離散したエルサレムの子らを贈りものにたず
さえ，彼の栄光を見ようと，神が与えた主の栄光を見ようと，地の果
てからやってくるだろう。彼は神の指示を受け，彼らを治める正しい
王であり，その治世の間彼らの中に不義はない。万人が聖者であり，
彼らの王は主により「油を注がれたもの」だからだ８）。
　終始主語として現れる「彼」は，これらの箇所に先行する21節に「イスラ
エルに君臨するダビデの子」とあるのを受けている。すなわち，『ソロモン
の詩篇』17章は，「選民イスラエル」の再結集のみならず，ダビデ王国の栄
光の再建を待望しているのである。言葉を換えて言えば，ここには「ダビデ
の子メシア」を待つ政治的なメシア待望が表明されているわけである。
７）該当するギリシア語はマタイでもルカでも，
 8 
変によって、マルコ 14,25 であいまいなままになっていたその点を明確にしたのは、生前
のイエスの意図にも沿ったものであったわけである。 
	 次に、もしマタイ 19,28 の「新しい世界」（paliggenesiva）が生前のイエスの言葉の一部
であったとすれば、それは現に神から棄却されている「選民イスラエル」の文字通り「再
生」あるいは「新しい創造」を意味していたであろう（前出の I 節に引用した拙著『イエ
スという経験』136 頁を参照）。もっとも、この意味は、この「新しい世界」という単語一
つの帰属如何には関わらず、目下のイエスの発言全体から間違いなく読み取られるもので
ある。それは「はじめに」でも述べた通り、「十二人」の選抜と派遣の行為そのものに象徴
されていたことであり、マタイ 10,6 では、明文をもって宣言されていることである。 
	 では、「（人の子が栄光の座に座るとき、）あなたがたも（kai; uJmei`~）、わたしに従って来
たのだから、十二の座に座ってイスラエルの十二部族を治めることになる」とは何を意味
するのか。「あなたがたも」は、ここに引いたマタイ版では、明らかに強調されており、暗
黙の内に、「わたし」（つまりイエス）と共に、支配（あるいは裁き7）の座に就くことを意
味している。 
	 生前のイエスに近い時代のユダヤ教の中で、「選民イスラエル」の再結集という表象を最
も明瞭に示す文書は、『ソロモンの詩篇』である。定説では、その成立は前一世紀の中葉と
考えられている。注目されるのは、その 17 章である。その中でも、とりわけ目下のイエス
の言葉との関連で重要な箇所を抜粋すれば、次の通りである。 
 
26 節：彼が正義に照らして導く民を集め、彼の主なる神により聖別された民の諸部族を裁くだ
ろう。 
 
29 節：彼は正義にかなった知恵で群衆やもろもろの民を裁くだろう。 
 
31-32 節： もろもろの民は離散したエルサレムの子らを贈りものにたずさえ、彼の栄光を見よ
うと、神が与えた主の栄光を見ようと、地の果てからやってくるだろう。彼は神の指示を受
け、彼らを治める正しい王であり、その治世の間彼らの中に不義はない。万人が聖者であり、
彼らの王は主により「油を注がれたもの」だからだ。8 
 
	 終始主語として現れる「彼」は、これらの箇所に先行する 21 節に「イスラエルに君臨す
るダビデの子」とあるのを受けている。すなわち、『ソロモンの詩篇』17 章は、「選民イス
ラエル」の再結集のみならず、ダビデ王国の栄光の再建を待望しているのである。言葉を
換えて言えば、ここには「ダビデの子メシア」を待つ政治的なメシア待望が表明されてい
るわけである。 
	 われわれが目下問題にしているイエスの言葉が、『ソロモンの詩篇』一七章のこの待望の
                                            
7 該当するギリシア語はマタイで 、krinw`である。これを「支配する」と訳すか、あるいは「裁く」
と訳すかについては、研究上いろいろ議論があるが、私の意見では、どちらでも大差はない。 
8 『聖書外典偽典５・旧約偽典 III』所収、後藤光一郎訳、教文館、1976 年、61-62 頁。 
を「支配する」
と訳すか，あるいは「裁く」と訳すかについては，研究上いろいろ議論があるが，
私の意見では，どちらでも大差はない。
８）『聖書外典偽典５・旧約偽典Ⅲ』所収，後藤光一郎訳，教文館，1976年，
61-62頁。
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　われわれが目下問題にしているイエスの言葉が，『ソロモンの詩篇』17章
のこの待望のことを承知していることは疑いようもない。再び結集されたイ
スラエルの（十二）部族に対する「裁き」が語られることも，イエスの言葉
と実質的に共通している。しかし，同時にイエスの言葉は，それからの大き
なズレも示している。イエスの言葉では，「十二人」という集合体がその「裁
き」（支配）の執行に参与するが，『ソロモンの詩篇』では，「ダビデの子メ
シア」が単独で執行する。それ以上に注意しなければならない違いがある。
生前のイエスが告知した「神の国」は，「ダビデの子メシア」という政治的
メシアニズムとは断然無縁なのである。まして，イエスは自分がそのメシア
であるなどとは，毛頭考えてはいない。このことは，すでに拙著『イエスと
いう経験』で詳論したことでもあり，ここでは繰り返さない。ただし，ただ
一箇所マルコ12,35-37の「ダビデの子についての問答」を指示しておきたい。
そこでイエスは，詩篇110,1を引いて，「このようにダビデ自身がメシアを主
と呼んでいるのに，どうしてメシアがダビデの子なのか」と，律法学者たち
を問い詰めている。詩篇110篇で待望されているのも，周辺異民族を武力で
制圧するメシアである。明らかにイエスはそういうメシアには関知しない立
場である。
　それにも拘らず，イスラエルの十二部族に対する「裁き」（支配）という
一点では，イエスの言葉は『ソロモンの詩篇』17章と通じている。では，イ
エスが言うその「裁き」（支配）とは何のことなのか。私が思い当たる解決
法は一つしかない。それは，マルコ8,38およびルカ12,8-9と事柄上同じこと
を指していると考えることである。周知のように，マルコ8,38およびルカ
12,8-9からは，生前のイエスが「神の国」を告知する際に抱いていたもの凄
い主権意識が読み取られる。今現に彼の告知を「恥じる」（否む）者は，や
がて「人の子」も「父の栄光に輝いて聖なる天使たちと共に来るときに，そ
の者を恥じる（否む）」（マルコ8,38）と断言されている。この後半は，「裁き」
に他ならない。しかも，その裁きは，今現に人がイエスの宣教の言葉を否ん
だことに並行すると言うのである。ルカ12,8-9の内の９節は，文言は多少異
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なるものの，これと同じ否定的な内容となっているが，８節はそれを反転さ
せて，肯定的な内容になっている。つまり，生前のイエスの言葉を受け容れ
たがゆえに，「人の子」によって神の天使たちの前で受け容れられる者と，
反対に生前のイエスの言葉を受け容れなかったがゆえに，「人の子」によっ
て神の天使たちの前で知らないと言われる者が，「裁かれる」，そう，文字通
り「分けられる」のである。
　イエスが来るべき「神の国」で，「十二人」と共に「裁きの座に着く」とは，
これまで彼自身が行ってきた宣教に対する「選民イスラエル」の子らの決断
に見合う判決が下されることを指していると解される。イエスも「十二人」
もその判決に参与するのである。なぜなら，その判決は実質的に，それぞれ
の人がイエスと「十二人」の宣教に対面したときに，自分で自分に下した判
決に他ならないからである。従って，目下われわれが問題にしているイエス
の言葉は，来るべき「神の国」ではイエスと「十二人」が排他的に「裁き」
の裁定者だと言うものではないと考えられる。むしろ，来るべき「神の国」
そのものが「裁く」のだと言えるかも知れない。
　ここで注目されるのは，ルカ11,31-32／マタイ12,41-42との関連である。
ルカとマタイでは「南の国の女王」と「ニネベの人々」の事例の言及が前後
に入れ替わっているものの，文言は互いに非常によく合致しており，間違い
なくQ資料に遡源する。ここではルカに従って引用すれば，次の通りである。
　31南の国の女王は，裁きの時（
 10 
って引用すれば、次の通りである。 
 
	 31南の国の女王は、裁 ejn th`/ krivsei）、今の時代の者たちと一緒に立ち上がり、彼らを罪
に定めるであろう（katakrinei`）。この女王はソロモンの知恵を聞くために、地の果てから来たか
らである。ここにソロモンにまさるものがある。32また、ニネベの人々は裁きの時（ejn th`/ krivsei）、
今の時代の者たちと一緒に立ち上がり（ajnasthvsontai）、彼らを罪に定めるであろう（katakrinei`）。
ニネベの人々は、ヨナの説教を聞いて悔い改めたからである。ここに、ヨナにまさるものがある。 
 
	 この背後には、やはり生前のイエスの言葉が存在する。イエスは「ソロモンにまさるも
の」（31 節）、「ヨナにまさるもの」（32 節）という、それぞれ中性形の表現で、他でもない
自分が今現に告知している「神の国」を指している。このことは、すでに拙著『イエスと
いう経験』で詳論済みなので、ここではこれ以上繰り返さない。9	 重要なのは、「裁き」
と「罪に定める」が共にギリシア語では、マタイ 19,28／ルカ 22,30 で使われている動詞
krinw`（前出注 7参照）と同根だという点である。 
	 さらに、この言葉全体は、「南の国の女王」の事例が含まれるにも拘らず、ルカでもマタ
イでも「ヨナのしるし」（ルカ 11,29／マタイ 12,39）として一括されている。すなわち、ヨ
ナが行った告知に対して、ニネベの人々が最終的には「悔い改めた」ことがポイントなの
である。他方で、イエスによれば、やがて「人の子」が行う「裁き」は、今現に彼が「十
二人」と一緒に行っている「神の国」の宣教を「今の時代の者たち」が拒んでいることに
対応するのである。それはかつてのニネベの人々がヨナに示した応答と真逆である。それ
ゆえ、彼らも死からやがて「神の国」へ「復活」（ルカ 11,32「立ち上がり」：ajnasthvsontaiに
要注意）する時には、「今の時代の者たち」を「裁く」側に立つと言うのである。この考え
方は、すでにマルコ 8,38 およびルカ 12,8-9 について述べたところとよく通じている。 
	 こうして、来るべき「神の国」ではイエスと「十二人」だけが、排他的に「裁き」の裁
定者と考えられているわけではいないことが、再び明らかになる。マタイ 19,28 の「十二
の座」は、裁かれる側が「選民イスラエル」の「十二部族」全体であることを意味するの
であって、その裁きの執行者の側の人数を限定するものではないと考えられる。 
	 この関連で思い起こされるのは、G・タイセンがつとに、イエス運動は「グループ・メ
シアニズム」であったと述べていることである。初出は 1992 年であるが、ここでは 1996
年の発言を引いておく。 
 
	 イエスは「メシア称号」に対しては、この上なくつれない姿勢を示している。その理由は、彼が
それを拒否するからということではない。むしろ彼はいわゆるメシアを超える、それ以上の存在だ
ったからである。彼は他の者たちにも、メシアの身分と尊厳を分け与える。そしてそれまで一個人
に当てはめられてきたメシア待望を、「グループ・メシアニズム」の意味へ組み替えるのである。
漁師や農夫など朴訥な庶民が、十二部族の代表として支配するべきだと言うのである。それは民衆
                                            
9 『イエスという経験』、67-69 頁。 
， 代の者たちと
一緒に立ち上がり，彼らを罪に定めるであろう（
 10 
って引用すれば、次の通りである  
 
	 31南の国の女王は、裁きの時（ejn th`/ krivsei）、今の時代の者たちと一緒に立ち上がり、彼らを罪
に定めるで katakrinei`）。この女王はソロモンの知恵を聞くために、地の果てから来たか
らである。ここにソロモンにまさるものがある。32また、ニネベの人々は裁きの時（ejn th`/ krivsei）、
今の時代の者たちと一緒に立ち上がり（ajnasthvsontai）、彼らを罪に定めるであろう（katakrinei`）。
ニネベの人々は、ヨナの説教を聞いて悔い改めたからである。ここに、ヨナにまさるものがある。 
 
	 この背後には、やはり生前の の言葉が存在する。イエスは「ソロモンにまさるも
の」（31 節）、「ヨナにまさるもの」（32 節）という それぞれ中性形の表現で、他でもない
自分が今現に告知している「神の国」を指している。このこ は、すでに拙著『イエスと
いう経験』で詳論済みなので、ここではこれ以上繰り返さない。9	 重要なのは、「裁き」
と「罪に定める」が共にギリシア語では、マタイ 19,28／ルカ 22,30 で使われている動詞
krinw`（前出注 7参照）と同根だという点である。 
	 さらに、この言葉全体は、「南の国の女王」の事例が含まれるにも拘らず、ルカでもマタ
イでも「ヨナのしるし」（ルカ 11,29／マタイ 12,39）として一括されている。すなわち、ヨ
ナが行った告知に対して、ニネベの人々が最終的には「悔い改めた」ことがポイントなの
である。他方で、イエスによれば、やがて「人の子」が行う「裁き」は、今現に彼が「十
二人」と一緒に行っている「神 国」の宣教を「今の時代の者たち」が拒んでいることに
対応するのである。それはかつてのニネベの人々がヨナに示した応答と真逆である。それ
ゆえ、彼らも死からやがて「神の国」へ「復活」（ルカ 11,32「立ち上がり」：ajnasthvsontaiに
要注意）する時には、「今の時代の者たち」を「裁く」側に立つと言うのである。この考え
方は、すでにマルコ 8,38 およびルカ 12,8-9 につい 述べたところとよく通じている。 
	 こうして、来るべき「神の国」ではイエスと「十二人 だけが、排他的に「裁き」の裁
定者と考えられているわけではい いことが、再び明らかになる。マタイ 19,28 の「十二
の座」は、裁かれる側が「選民イスラエル」の「十二部族」全体であることを意味するの
であって、その裁きの執行者の側の人数を限定す ものではないと考えられる。 
	 この関連で思い起こされるのは、G・タイセンがつとに、イエス運動は「グループ・メ
シアニズム」 ったと述べていることである。初出は 1992 年であるが、ここでは 1996
年の発言を引いておく。 
 
	 イエスは「メシア称号」に対しては、この上なくつれない姿勢を示している。その理由は、彼が
それを拒否するからということではない。むしろ彼はいわゆるメシアを超える、それ以上の存在だ
ったからである。彼は他の者たちにも、メシアの身分と尊厳を分け与える。そしてそれまで一個人
に当てはめられてきた 待望を、「グループ・メシアニズム」の意味へ組み替えるのである。
漁師や農夫など朴訥な庶民が、十二部族の代表として支配するべきだと言うのである。それは民衆
                                            
9 『イエスという経験』、67-69 頁。 
女王はソロモンの知恵を聞くために，地の果てから来たからであ 。こ
こにソロモンにまさるものがある。32また，ニネベの人々は裁きの時
（
 10 
って引用すれば、次の通りである。 
 
	 31南の国の女王は、裁きの時（ejn th`/ krivsei）、今の時代の者たちと一緒に立ち上がり、彼らを罪
に定めるであろう（katakrinei`）。この女王はソロモンの知恵を聞くために、地 果てから来たか
らである。ここにソロモンにまさるものがある。32また、ニネベの人々は裁きの時 ejn th`/ krivsei）、
今の時代の者たちと一緒に立ち上がり（ajnasthvsontai）、彼らを罪に定めるであろう（katakrinei`）。
ニネベの人々は、ヨナの説教を聞いて悔い改めたからである。ここに、ヨナにまさるものがある。 
 
	 この背後には、やはり生前のイエスの言葉が存在する。イエスは「ソロモンにまさるも
の」（31 節）、「ヨナにまさるもの」（32 節）という、それぞれ中性形の表現で、他でもない
自分が今現に告知している「神の国」を指している。このことは、すでに拙著『イエスと
いう経験』で詳論済みなので、ここではこれ以上繰り返さない。9	 重要なのは、「裁き」
と「罪に定める」が共にギリシア語では、マタイ 19,28／ルカ 22,30 で使われている動詞
krinw`（前出注 7参照）と同根だという点である。 
	 さらに、この言葉全体は、「南の国の女王」の事例が含まれるにも拘らず、ルカでもマタ
イでも「ヨナのしるし」（ルカ 11,29／マタイ 12,39）として一括されている。すなわち、ヨ
ナが行った告知に対して、ニネベの人々が最終的には「悔い改めた」ことがポイントなの
である。他方で、イエスによれば、やがて「人の子」が行う「裁き」は、今現に彼が「十
二人」と一緒に行っている「神の国」の宣教を「今の時代の者たち」が拒んでいることに
対応するのである。それはかつてのニネベの人々がヨナに示した応答と真逆である。それ
ゆえ、彼らも死からやがて「神の国」へ「復活」（ルカ 11,32「立ち上がり」：ajnasthvsontaiに
要注意）する時には、「今の時代の者たち」を「裁く」側に立つと言うのである。この考え
方は、すでにマルコ 8,38 およびルカ 12,8-9 について述べたところとよく通じている。 
	 こうして、来るべき「神の国」ではイエスと「十二人」だけが、排他的に「裁き」の裁
定者と考えられているわけではいないことが、再び明らかになる。マタイ 19,28 の「十二
の座」は、裁かれる側が「選民イスラエル」の「十二部族」全体であることを意味するの
であって、その裁きの執行者の側の人数を限定するものではないと考えられる。 
	 この関連で思い起こされるのは、G・タイセンがつとに、イエス運動は「グループ・メ
シアニズム」であったと述べていることである。初出は 1992 年であるが、ここでは 1996
年の発言を引いておく。 
 
	 イエスは「メシア称号」に対しては、この上なくつれない姿勢を示している。その理由は、彼が
それを拒否するからということではない。むしろ彼はいわゆるメシアを超える、それ以上の存在だ
ったからである。彼は他の者たちにも、メシアの身分と尊厳を分け与える。そしてそれまで一個人
に当てはめられてきたメシア待望を、「グループ・メシアニズム」の意味へ組み替えるのである。
漁師や農夫など朴訥な庶民が、十二部族の代表として支配するべきだと言うのである。それは民衆
                                            
9 『イエスという経験』、67-69 頁。 
，今の時代の者たちと一緒に立ち上がり（
 10 
って引用すれば、次の通りである。 
 
	 31南の国の女王は、裁きの時（ejn th`/ krivsei）、今の時代の者たちと一緒に立ち上がり、彼らを罪
に定めるであろう（katakrinei`）。この女王はソロモンの知恵を聞く めに、地 果てから来たか
らである。ここにソロモンにまさるも がある。32また、ニネベの人々は裁きの時（ejn th`/ krivsei）、
今の時代の者たちと一緒に立ち上が ajnasthvsontai）、彼らを罪 定め であろう（katakrinei`）。
ニネベの人々は、ヨナの説教を聞いて悔い改めたからである。ここに、ヨナにまさるものがある。 
 
	 この背後には、やはり生前のイエスの言葉が存在する。イエスは「ソロモンにまさるも
の」（31 節）、「ヨナにまさるもの」（32 節）という、それぞれ中性形の表現で、他でもない
自分が今現に告知している「神の国」を指している このことは、すでに拙著『イエスと
いう経験』で詳論済みなので ここではこれ以上繰り返さない。9	 重要なのは、「裁き」
と「罪に定める」が共にギリシア語では、マタイ 19,28／ルカ 22,30 で使われている動詞
krinw`（前出注 7参照）と同根だという点である。 
	 さらに、この言葉全体は、「南の国の女王」の事例が含まれ にも拘らず ルカでもマタ
イでも「ヨナのしるし」（ルカ 11,29／マタイ 12,39）として一括されている。すなわち、ヨ
ナが行った告知に対して、ニネベの人々が最終的には「悔い改めた ことがポイントなの
である。他方で、イエスによれば、やがて 人 子 が行う「裁き」は、今現に彼が「十
二人」と一緒に行っ いる「神 国」の宣教を「今の時代 者たち」が拒んでいるこ に
対応するのである。それはかつてのニネベの人々がヨナに示した応答と真逆である。それ
ゆえ、彼らも死からやがて「神の国」へ「復活」（ルカ 11,32「立ち上がり」：ajnasthvsontaiに
要注意）する時に 「今の時代の者たち」を「裁く」側に立 と言うのである。この考え
方は、すでにマルコ 8,38 およびルカ 12,8-9 について述べたところとよく通じている。 
	 こうして、来るべき「神の国」ではイエスと「十二人」だけが、排他的 「裁き」の裁
定者と考えられているわけではいないことが、再び明らかになる。マタイ 19,28 の「十二
の座」は、裁かれる が「選民イスラエル」 「十二部族」全体であることを意味するの
あって、その裁き 執行者の側の人数を限定するものではないと考えられる。 
	 この関連で思い起こされるのは、G・タイセンがつ に、イエス運動 「グループ・メ
シアニズム」であったと述べていることである。初出は 1992 年であるが、ここでは 1996
年の発言を引いておく。 
 
	 イエスは「メシア称号」に対しては、この上なくつれない姿勢を示してい 。その理由は、彼が
それを拒否するからということではない。むしろ彼はいわゆるメシアを超える、それ以上の存在だ
ったからである。彼は他の者たちにも、メシアの身分と尊厳を分け与える。そしてそれまで一個人
に当てはめられてきたメシア待望を、「グループ・メシアニズム」の意味へ組み替えるのである。
漁師や農夫など朴訥な庶民が、十二部族の代表として支配するべきだと言うのである。それは民衆
                                            
9 『イエスという経験』、67-69 頁。 
，
彼らを罪に定めるであろう（
 10 
って引用すれば、次の通りである。 
 
	 31南の国の女王は、裁きの時（ejn th`/ krivsei）、今の時代の者たちと一緒に立ち上がり、彼らを罪
に定めるであろう（katakrinei`）。この女王はソロモン 知恵を聞く めに、地 果てから来 か
らである。ここにソロモンにまさるも がある。32また、ニネベの人々は裁き 時（ejn th`/ krivsei）、
今の時代の者たちと一緒に立ち上がり（ajnasthvsontai）、彼ら katakrinei`）。
ニネベの人々は、ヨナの説教を聞いて悔い改めたからであ 。ここに ヨナにまさるものがある。 
 
	 この背後には、やはり生前のイエスの言葉が存在する。イエスは「ソロモン
の」（31 節）、「ヨナにまさるもの」（32 節）という、それぞれ中性形の表現で、他でもない
自分が今現に告知している「神の国」を指している。このことは、すで 拙著『イエスと
いう経験』で詳論済みなので、ここではこれ以上繰り返さない。9	 重要なのは、「裁き」
と「罪に定める」が共にギリシア語では、マタイ 19,28／ルカ 22,30 で使われている動詞
krinw`（前出注 7参照）と同根だという点である。 
	 さらに、こ 言葉全体は、「南の国の女王」の事例が含まれるにも拘らず、ルカでもマタ
イでも「ヨナのしるし」（ルカ 11,29／マタイ 12,39）として一括されている。すなわち、ヨ
ナが行った告知に対して、ニネベの人々が最終的には「悔い改めた」ことがポ ントな
である。他方で、イエスによれば、やがて「人の子」が行う「裁き」は、今現に彼が「十
二人」と一緒に行っている「神の国」の宣教を「今の時代の者たち」が拒んでいることに
対応するのである。それはかつてのニネベの人々がヨナに示した応答と真逆である。それ
ゆえ、彼らも死からやがて「神の国」へ「復活」（ルカ 11,32「立ち上がり」：ajnasthvsontaiに
要注意）する時には、「今の時代の者たち」を「裁く」側に立つと言うのである。この考え
方は、すでにマルコ 8,38 およびルカ 12,8-9 について述べたところとよく通じている。 
	 こうして、来るべき「神の国」ではイエスと「十二人」だけが、排他的に「裁き」の裁
定者と考えられているわけではいないことが、再び明らかになる。マタイ 19,28 の「十二
の座」は、裁かれる側が 選民イスラエル」の「十二部族」全体であることを意味するの
であって、その裁きの執行者の側の人数を限定するものではないと考えられる。 
	 この関連で思い起こされるのは、G・タイセンがつとに、イエス運動は「グループ・メ
シアニズム」であったと述べていることである。初出は 1992 年であるが、ここでは 1996
年の発言を引いておく。 
 
	 イエスは「メシア称号」に対しては、この上なくつれない姿勢を示している。その理由は 彼が
それを拒否するからということではない。むしろ彼はいわゆるメシアを超える、それ以上の存在だ
ったからである。彼は他の者たちにも、メシアの身分と尊厳を分け与える。そしてそれまで一個人
に当てはめられてきたメシア待望を、「グループ・メシアニズム」の意味へ組み替えるのである。
漁師や農夫など朴訥な庶民が、十二部族の代表として支配するべきだと言うのである。それは民衆
                                      
9 『イエスという経験』、67-69 頁。 
ニネベの人々は，ヨナの
説教を聞いて悔い改めたからである。ここ ，ヨナにまさるものがある。
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　この背後には，やはり生前のイエスの言葉が存在する。イエスは「ソロモ
ンにまさるもの」（31節），「ヨナにまさるもの」（32節）という，それぞれ中
性形の表現で，他でもない自分が今現に告知している「神の国」を指してい
る。このことは，すでに拙著『イエスという経験』で詳論済みなので，ここ
ではこれ以上繰り返さない９）。重要なのは，「裁き」と「罪に定める」が共
にギリシア語では，マタイ19,28／ルカ22,30で使われている動詞
 10 
って引用すれば、次の通りである。 
 
	 31南の国の女王は、裁きの時（ejn th`/ krivsei）、今の時代の者たちと一緒に立ち上がり、彼らを罪
に定めるであろう（katakrinei`）。この女王はソロモンの知恵を聞くために、地の果てから来たか
らである。ここにソロモンにまさるものがある。32また、ニネベの人々は裁きの時（ejn th`/ krivsei）、
今の時代の者たちと一緒に立ち上がり（ajnasthvsontai）、彼らを罪に定めるであろう（katakrinei`）。
ニネベの人々は、ヨナの説教を聞いて悔い改めたからである。ここに、ヨナにまさるものがある。 
 
	 この背後には、やはり生前のイエスの言葉が存在する。イエスは「ソロモンにまさるも
の」（31 節）、「ヨナにまさるもの」（32 節）という、それぞれ中性形の表現で、他でもない
自分が今現に告知している「神の国」を指している。このことは、すでに拙著『イエスと
いう経験』で詳論済みなので、ここではこれ以上繰り返さない。9	 重要なのは、「裁き」
と「罪に定める」が共にギリシア語では、マタイ 19,28／ルカ 22,30 で使われている動詞
krinw`（前出注 7参照）と同根だという点である。 
	 さらに、この言葉全体は、「南の国の女王」の事例が含まれるにも拘らず、ルカでもマタ
イでも「ヨナのしるし」（ルカ 11,29／マタイ 12,39）として一括されている。すなわち、ヨ
ナが行った告知に対して、ニネベの人々が最終的には「悔い改めた」ことがポイントなの
である。他方で、イエスによれば、やがて「人の子」が行う「裁き」は、今現に彼が「十
二人」と一緒に行っている「神の国」の宣教を「今の時代の者たち」が拒んでいることに
対応するのである。それはかつてのニネベの人々がヨナに示した応答と真逆である。それ
ゆえ、彼らも死からやがて「神の国」へ「復活」（ルカ 11,32「立ち上がり」：ajnasthvsontaiに
要注意）する時には、「今の時代の者たち」を「裁く」側に立つと言うのである。この考え
方は、すでにマルコ 8,38 およびルカ 12,8-9 について述べたところとよく通じている。 
	 こうして、来るべき「神の国」ではイエスと「十二人」だけが、排他的に「裁き」の裁
定者と考えられているわけではいないことが、再び明らかになる。マタイ 19,28 の「十二
の座」は、裁かれる側が「選民イスラエル」の「十二部族」全体であることを意味するの
であって、その裁きの執行者の側の人数を限定するものではないと考えられる。 
	 この関連で思い起こされるのは、G・タイセンがつとに、イエス運動は「グループ・メ
シアニズム」であったと述べていることである。初出は 1992 年であるが、ここでは 1996
年の発言を引いておく。 
 
	 イエスは「メシア称号」に対しては、この上なくつれない姿勢を示している。その理由は、彼が
それを拒否するからということではない。むしろ彼はいわゆるメシアを超える、それ以上の存在だ
ったからである。彼は他の者たちにも、メシアの身分と尊厳を分け与える。そしてそれまで一個人
に当てはめられてきたメシア待望を、「グループ・メシアニズム」の意味へ組み替えるのである。
漁師や農夫など朴訥な庶民が、十二部族の代表として支配するべきだと言うのである。それは民衆
                                            
9 『イエスという経験』、67-69 頁。 
出注７参照）と同根だという点である。
　さらに，この言葉全体は，「南の国の女王」の事例が含まれるにも拘らず，
ルカでもマタイでも「ヨナのしるし」（ルカ11,29／マタイ12,39）として一括
されている。すなわち，ヨナが行った告知に対して，ニネベの人々が最終的
には「悔い改めた」ことがポイントなのである。他方で，イエスによれば，
やがて「人の子」が行う「裁き」は，今現に彼が「十二人」と一緒に行って
いる「神の国」の宣教を「今の時代の者たち」が拒んでいることに対応する
のである。それはかつてのニネベの人々がヨナに示した応答と真逆である。
それゆえ，彼らも死からやがて「神の国」へ「復活」（ルカ11,32「立ち上がり」：
 10 
って引用すれば、次の通りである。 
 
	 31南の国の女王は、裁きの時（ejn th`/ krivsei）、今の時代の者たちと一緒に立ち上がり、彼らを罪
に定めるであろう（katakrinei`）。この女王はソロモンの知恵を聞くために、地の果てから来たか
らである。ここにソロモンにまさるものがある。32また、ニネベの人々は裁きの時（ejn th`/ krivsei）、
今の時代の者たちと一緒に立ち上がり（ajnasthvsontai）、彼らを罪に定めるであろう（katakrinei`）。
ニネベの人々は、ヨナの説教を聞いて悔い改めたからである。ここに、ヨナにまさるものがある。 
 
	 この背後には、やはり生前のイエスの言葉が存在する。イエスは「ソロモンにまさるも
の」（31 節）、「ヨナにまさるもの」（32 節）という、それぞれ中性形の表現 、他でもない
自分が今現に告知している「神の国」を指している。このことは、すでに拙著『イエスと
いう経験』で詳論済みなので、ここではこれ以上繰り返さない。9	 重要なのは、「裁き」
と「罪に定める」が共にギリシア語では、マタイ 19,28／ルカ 22,30 で使われている動詞
krinw`（前出注 7参照）と同根だという点である。 
	 さらに、この言葉全体は、「南の国の女王」の事例が含まれるにも拘らず、ルカでもマタ
イでも「ヨナのしるし」（ルカ 11,29／マタイ 12,39）として一括されている。すなわち、ヨ
ナが行った告知に対して、ニネベの人々が最終的には「悔い改めた」ことがポイントなの
である。他方で、イエスによれば、やがて「人の子」が行う「裁き」は、今現に彼が「十
二人」と一緒に行っている「神の国」の宣教を「今の時代の者たち」が拒ん いることに
対応するのである。それはかつてのニネベの人々がヨナに示した応答と真逆である。それ
ゆえ、彼らも死からやがて「神の国」へ「復活」（ルカ 11,32「立ち上がり」：ajnasthvsontaiに
要注意）する時には、「今の時代の者たち」を「裁く」側に立つと言うのである。この考え
方は、すでにマルコ 8,38 およびルカ 12,8-9 について述べたところとよく通じている。 
	 こうして、来るべき「神の国」ではイエスと「十二人」だけが、排他的に「裁き」の裁
定者と考えられているわけではいないことが、再び明らかになる。マタイ 19,28 の「十二
の座」は、裁かれる側が「選民イスラエル」の「十二部族」全体であることを意味するの
であって、その裁きの執行者の側の人数を限定するものではないと考えられる。 
	 この関連で思い起こされるのは、G・タイセンがつとに、イエス運動は「グループ・メ
シアニズム」であったと述べていることである。初出は 1992 年であるが、ここでは 1996
年の発言を引いておく。 
 
	 イエスは「メシア称号」に対しては、この上なくつれない姿勢を示している。その理由は、彼が
それを拒否するからということではない。むしろ彼はいわゆるメシアを超える、それ以上の存在だ
ったからである。彼は他の者たちにも、メシアの身分と尊厳を分け与える。そしてそれまで一個人
に当てはめられてきたメシア待望を、「グループ・メシアニズム」の意味へ組み替えるのである。
漁師や農夫など朴訥な庶民が、十二部族の代表として支配するべきだと言うのである。それは民衆
                                            
9 『イエスという経験』、67-69 頁。 
要注意）する時には，「今の時代の者たち」を「裁く」側
に立つと言うのである。この考え方は，すでにマルコ8,38およびルカ12,8-9
について述べたところとよく通じている。
　こうして，来るべき「神の国」ではイエスと「十二人」だけが，排他的に
「裁き」の裁定者と考えられているわけではいないことが，再び明らかになる。
マタイ19,28の「十二の座」は，裁かれる側が「選民イスラエル」の「十二
部族」全体であることを意味するのであって，その裁きの執行者の側の人数
を限定するものではないと考えられる。
　この関連で思い起こされるのは，G・タイセンがつとに，イエス運動は「グ
ループ・メシアニズム」であったと述べていることである。初出は1992年で
あるが，ここでは1996年の発言を引いておく。
９）『イエスという経験』，67-69頁。
「神の国」の「十二人」
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　イエスは「メシア称号」に対しては，この上なくつれない姿勢を示し
ている。その理由は，彼がそれを拒否するからということではない。む
しろ彼はいわゆるメシアを超える，それ以上の存在だったからである。
彼は他の者たちにも，メシアの身分と尊厳を分け与える。そしてそれま
で一個人に当てはめられてきたメシア待望を，「グループ・メシアニズ
ム」の意味へ組み替えるのである。漁師や農夫など朴訥な庶民が，十二
部族の代表として支配するべきだと言うのである。それは民衆によって
代表される支配体制のことである10）。
　あるいは，G・タイセン『イエス運動　ある価値革命の社会史』，廣石望訳，
新教出版社，2010年では，次のように言われている
　十二人の任命もイエスの象徴行為であった。マタイ福音書19章28節以
下は，彼らがイスラエル十二部族を支配するという。ギリシア語「クリー
ネイン」を（「支配する」でなく）「裁く」と訳しても変わりはない。裁
くことは支配機能のひとつだからである。十二人の任命により，イエス
は一方では十二部族と族長たちを想起させる。彼らはただ一人の大祭司
と対比関係にある。他方でイエスは，つましい一般民衆からこれら十二
部族の族長かつ審判者を任命する。彼らは『ソロモンの詩篇』17章26節
によれば，王的メシアが演じるべき役割を引き受ける。イスラエルの体
制について，イエスの言葉は現存するあらゆる支配構造とは正反対の代
案提示的な理想像を含んでいる。（368頁）
10）G. Theißen, Der historische Jeus, Ein Lehrbuch, Göttingen 1996, 469. 他に453
も 参 照。「 グ ル ー プ・ メ シ ア ニ ズ ム 」 の 初 出 は，Gruppenmessianismus. 
Überlegungen zum Ursprung der Kirche im Jüngerkreis Jesu, in: Volk Gottes, 
Gemeinde und Gesellschaft, JBTh 7 (1992) 101-123, abgedruckt in: G. Theißen, 
Jesus als historische Gestalt. Beiträge zur Jesusforschung. Zum 60. Geburtstag 
hrsg. von A. Merz, Göttingen, 2003, 255-281.
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　ここで指摘されていることは，生前のイエスの「神の国」が，特定の個人
としてのメシアの待望と結びついてはいなかったということである。それは
イエス個人とも排他的に結びついてはいなかった。彼はそれを尋常ならざる
主権意識をもって体現してはいたが，同じ主権意識は「十二人」たちも分与
されていたのだと考えなければならない。他方で拙著『イエスという経験』は，
イエスが自分と区別して語った「人の子」とは，天上の祝宴としてすでに開
始していて，今現にイエス（と「十二人」！）の一挙手一投足と共に地上で
も広がりつつある「神の国」と実質的には同じものであり，より限定的に言
えば，その「神の国」に含まれる「裁き」の側面を強調するものに他ならな
いと述べた11）。タイセンが言うように，メシアの概念が集合概念化されてい
るのであれば，「人の子」概念にも同じ可能性はあるのではないか12）。
　さて，なお最後にもう一つの問いが残っている。すなわち，（３）イエス
の言葉は，彼の公の活動のどのような局面で語られたものであろうか。この
問題を考えるに当たって，最初に手がかりになるのは，使われている動詞の
時称と構文である。まず，マタイ19,28について見ると，「（前略）あなたが
たも，わたしに従って来たのだから，十二の座に座ってイスラエルの十二部
族を治めることになる」とある内の最初の下線部「従って来たのだから」の
ギリシア語（
 11 
によって代表される支配体制のことである。10 
 
	 あるいは、G•タイセン『イエス運動	 ある価値革命の社会史』、廣石望訳、新教出版社、
2010 年では、次のように言われている 
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ても変わりはない。裁くことは支配機能のひとつだからである。十二人の任命により、イエスは一
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12 この観点からみると、マタイ 19,28 に含まれる「人の子が栄光の座に座るとき」の文言があらためて注目
される。もちろん、マタイ自身は、すでに明らかにした通り、「キリスト教の基本文法」の終末論で言う再臨
のイエスを指している。しかも、タイセンによれば、元々のイエスの言葉も「人の子」の文言を含んではいな
かったという判断である（前掲書、476）。しかし、イエスが「十二人」と共に参与する「裁き」、すなわち、
「神の国」を「人の子が栄光の座に座るとき」と言い換えたマタイの感覚は、生前のイエスの言葉遣いから遠
くないと思われる。 
オリスト分詞であり，後の方の下
線部「十二の座に座って」は「治めることになる」との組み合わせで，直接
11）『イエスという経験』125頁以下。
12）この観点からみると，マタイ19,28に含まれる「人の子が栄光の座に座るとき」
の文言があらためて注目される。もちろん，マタイ自身は，すでに明らかにし
た通り，「キリスト教の基本文法」の終末論で言う再臨のイエスを指している。
しかも，タイセンによれば，元々のイエスの言葉も「人の子」の文言を含んで
はいなかったという判断である（前掲書，476）。しかし，イエスが「十二人」
と共に参与する「裁き」，すなわち，「神の国」を「人の子が栄光の座に座るとき」
と言い換えたマタイの感覚は，生前のイエスの言葉遣いから遠くないと思われ
る。
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法未来形（
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座に座って」は「治めることになる」との組み合わせで、直接法未来形 kaqhvsesqe）で
ある。ルカ22,28-30では、「絶えずわたしと一緒に踏みとどまってくれた」（diamemenhkovte~）
が現在完了分詞、「王座に座って」（kaqhvsesqe）がやはり「治めることになる」との組み
合わせで、直接法未来形である。それぞれ先行する分詞形ではアオリストと現在完了の違
いはあるものの、主動詞は同一の上、直接法未来形も一致している。この時称と構文から、
このイエスの言葉が語られた大まかな局面が浮かび上がってくる。それは「十二人」を伴
った「神の国」の告知のわざがかなり進展して、それを振り返る時点である。おそらくは
「十二人」自身の中にも、来るべき「神の国」の中で自分たちがどうなるのか、どのよう
な位置を占めることになるのかについて、自問が始まっていたのではなかろうか。マルコ
10,35-45 で、ヤコブとヨハネが抜け駆けで地位要求をすることも、元々はそのような状況
に発する伝承なのではないかと推測される。 
ある。ルカ22,28-30では，「絶えずわたしと一
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「神の国」の「十二人」
大貫　隆
　マタイ19,28／ルカ22,28-30の背後には、Q資料がある。ただし、マタイと
ルカでの文脈は大きく異なる。マタイは19,28の前後に、合計三回の受難予
告を配置していることが示すように、全体として「人の子」イエスの再臨の
ことを考えている。ルカ22,28-30は最後の晩餐の場面に属する。特に30bは、
マタイ19,28の「（あなたがたも）十二の座に座ってイスラエルの十二部族を
治めることになる」に正確に合致している。ただし、すでに22,3で、イスカ
リオテのユダの中に「サタンが入った」と言明済みであるために、「王座」
が「十二」あることには言及しない。Qの元来の形は、マタイに保持されて
いると考えられる。
　「裏切り者ユダ」も参与する「裁き」についての言葉は、原始教会による
創作ではあり得ない。Q資料の背後には、生前のイエス自身の言葉が想定で
きる。では、イエスの言う「裁き」とは何のことか。私の判断では、それは
マルコ8,38およびルカ12,8-9と同じ事柄を指している。生前のイエスの言葉
を受け容れたがゆえに、「人の子」によって神の天使たちの前で受け容れら
れる者と、反対に生前のイエスの言葉を受け容れなかったがゆえに、「人の子」
によって神の天使たちの前で知らないと言われる者が、「裁かれる」（分けら
れる）のである。イエスの「神の国」は、G・タイセンがつとに「グループ・
メシアニズム」と表現したように、特定の個人としてのメシアを待つもので
はなかった。それはイエス個人とも排他的に結びついてはいなかった。彼は
それを尋常ならざる主権意識をもって体現してはいたが、同じ主権意識は
「十二人」たちも分与されていたのだと考えなければならない。彼らが「神
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の国」で、共に「裁き」の座に着くとは、これまで彼らが行ってきた宣教に
対して「選民イスラエル」の子らが示してきた決断に見合う判決が下される
ことを指しているのだと解される。
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The Twelve in the Kingdom of God
Takashi ONUKI
　Both Matt 19:28 and Luke 22:28-30 are based on the Q source, but the 
context is significantly different between the two passages. As the three 
passion predictions placed in proximity to 19:28 suggest, Matthew overall 
has in mind the parousia of the “Son of Man,” Jesus. On the other hand, 
Luke 22:28-30 belongs to the scene of the Last Supper. Verse 30b 
corresponds almost exactly to Matt 19:28, in which Jesus tells his disciples: 
“You will also sit on twelve thrones, judging the twelve tribes of Israel.” 
The difference between the two verses is that Luke 22:30b does not 
specify the number of the thrones as twelve because, earlier in 22:3, Luke 
announces that Satan has entered into Judas Iscariot. The original form of 
the Q saying is preserved in Matthew's text, which keeps the phrase 
“twelve thrones” intact.
　The early Church could not have produced a saying that assumes the 
inclusion of “Judas the betrayer” in the judgment activity. The Q text 
thus derives from the actual words Jesus uttered in his lifetime. The 
question is, what kind of judgment did Jesus originally say the Twelve 
would engage in as his closest associates? In my view, the answer is found 
in Mark 8:38 and Luke 12:8-9, which point to the same reality as Matt 
19:28. Luke 12:8-9 refers to the judgment that divides people into two 
groups: those acknowledged and those denied by the Son of Man before 
the angels of God, depending on whether or not they accepted Jesus’ 
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words during his lifetime. Likewise, when Jesus suggests that in the 
kingdom of God the Twelve will be enthroned with him to judge the 
twelve tribes of Israel, he implies that they will pass judgment on 
individuals from God's chosen people, Israel, according to their responses 
to the ministry of Jesus and the Twelve.
　As G. Theißen argued two decades ago using the term “group 
messianism,” the kingdom of God, as Jesus proclaimed it, did not represent 
a focus of the messianic expectation on a particular individual. Jesus' 
relationship with the kingdom of God was neither individualistic nor 
exclusive. While he embodied the kingdom of God with an overwhelming 
sense of sovereignty, sovereignty nevertheless was shared by the Twelve 
who worked with him for the proclamation of the kingdom. They will 
therefore be duly enthroned with Jesus as individuals from Israel are 
judged in responding either positively or negatively to the message 
proclaimed by Jesus as well as the Twelve.
